
















































































































































































































































































○高いもの 2確認 ②必要な情報を選んで正確に聞くことができる。 91.3％
  ⑤メモを取り，思考を整理しながら聞くことができる。 92.4％
○低いもの 1推測 ④話の内容の不足している点を考えて聞くことができる。 72.5％
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